
「
縁
起
の
輪
」

に
つ
い
て
 
(
古

坂
)
 

二
三
八

「縁

起

の
輪
」
に

つ

い
て

古

坂

紘

二

仏
教

の
基
本
的
理
念
の

一
つ
で
あ
る
縁
起

の
思
想
が
、
高
度
の
宗
教

哲
学
的
思
弁
の
テ
ー
マ
と
し
て
説
示
さ
れ
る
以
外
に
、
例
え
ば

「縁
起

が
良
い
、
悪
い
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
俗
信
的

な
形
態
を
と
つ
て
世
俗
生
活
の
場
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
例
が
、
イ

ン
ド
や

チ
ベ
ッ
ト
や
中
国
に
於
い
て
は
ど
の
よ
う
な
形
に
よ
つ
て
存
在

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
考
察
す

べ
き
余
地
の
あ
る

一
問

題
で
あ
ろ
う
。
今
、

そ
の
よ
う
な
い
わ
ば

一
種
の
聖
な
る
観
念
と
、
俗

な
る
信
仰

の
関
連
性
の
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る

一
つ
の
手
が
か
り
と

し
て
、

「縁
起

の
輪
」
を
素
材
と
し
て
、
そ
の
文
化
史
的
意
味
を
探

つ

て
み
た
い
。
こ
こ
で
い
う

「縁
起
の
輪
」
と
は
、
西
蔵
大
蔵
経
北
京
版

N
o
.
 
5
8
1
1
:
 
p
r
a
t
i
t
y
a
s
a
m
u
t
p
a
d
a
n
a
m
a
c
a
k
r
a
 
(
r
t
e
n
-
c
i
n
 
h
b
r
e
l
-
p
a
r

(
1
)

h
b
y
u
n
-
b
a
h
i
 
h
k
h
o
r
-
l
o
 
s
h
e
s
-
b
y
a
-
b
a
,
 
g
o
 
3
2
h
-
4
2
h
)

で
あ
る
。
作
者
は

K
l
u
-
s
g
r
u
b
 
(
Z
a
g
a
r
j
u
a
 

竜
樹
)
 と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は

「縁

起
=
空
」
の

論
理
が
全
く
表
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
「
中
論
」
の
竜

樹
の
作

と
は
考
え
難
い
。
本
文
の
概
要
を
述

べ
る
と
、
ま
ず
、
v
a
g
i
s
-

v
a
r
a
 

と
 
b
u
d
d
h
a
 

へ
の
帰
敬
頒
に
つ
い
で
、

一
種
の
太
陰
暦
の
枠
組

が
説
か
れ
る
。
即
ち
、
「
仲
冬
の
月
 (
d
g
u
n
-
z
l
a
 
h
b
r
i
n
-
p
o
)

を
始

め
と

す
る
十
二
ヶ
月
で

一
年
で
あ
り
、
(中
略
)
 十
五
夜
で
半
月
で
あ
る
。
」
と

い
い
、第
三

・
四

・
五
日
と
同
様
に
第
十
三

・
十
四

・
十
五
日
が
あ
り
、

「黒
分
 
(
n
a
g
-
p
o
h
i
 
p
h
y
g
s
)
 

に
於
け
る
と
同
様

に
白

分
 
(
d
k
a
r
-
p
o
h
i

p
h
y
o
g
s
)
 

に
於
い
て
あ
る
」
と
い
う
。
〔最
初
に
挙
げ
ら
れ
る

「仲
冬
の

(
2
)

月

」

と

は
、

イ

ン
ド

の
 
p
a
u
s
a
 

(
鬼
宿
に
月
が
宿

る
)
 に
当

る

月

で
、

そ

れ

は
太

陽

暦

の
十

二

月
乃

至

一
月

に

当

る
。

チ

ベ

ッ
ト

で

は
年

頭

の
月

は
、

ホ

ル

・
ダ

の
場

合
、

一
月
 
(
寅

の
月
)
 又

は
三

月
 
(
n
a
g
-
a
p
 

角
宿
)

(
3
)

で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
点
か
ら
推
し
て
も
こ
の
暦
が
伝
統
的
な

チ
ベ
ッ
ト
の
暦
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ

る
。
〕

次
に
、
仲
冬
の
月
の

一
日
に
は
無
明
、
二
日
に
老
死
、
三
日
に
生
、
四

日
に
有
、
乃
至
十
二
日
に
行
が
配
当
さ
れ
、
季
冬
 
(
d
g
u
n
-
t
h
a

M
a
q
h
a
)
 

の

一
日
に
は
行
、

二
日
に
無
明
乃
至
十

二
日
に
識
が
配

当
さ

れ
、
同
様
に
し
て
各
月
の
日
々
に
十
二
支
縁
起

の
名
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
次
に
十
三
科
目
の
事
柄
を
め
ぐ
つ
て
世
俗
生
活
上
の
占
星

術
的
な
指
針
が
語
ら
れ
る
。
即
ち
、
田
生
ま
れ
の
考
察
、
個
仕
事

の
考
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察
、
個
行
方
の
考
察
、

働
盗
人
の
考
察
、
働
病
気
の
考
察
、
個
眼
の
ふ

る
え
の
考
察
、
の
耳
鳴
り
の
考
察
、
個
首
の
音
の
考
察
、
個
舌
の
ふ
る

え
の
考
察
、
働
空
腹
の
考
察
、

の
足
の
痺
れ
の
考
察
、
圃
外
面
的
予
兆

の
考
察
、
圏
思
考
の
考
察
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
田
生
ま
れ
の
考
察
に

は
例
え
ば
、
「
無
明
の
日
に
生
ま
れ
た
子
は
、
第
九
日
と
第
九

月
と
第

九
年
に
若
し
死
な
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
安
楽
に
な
つ
て
、
財
と
穀
物
を

も
ち
、

多
く
語
り
、
自
ら
の
人

々
の
間
に
争
い
と
病
気
が
な
く
、
衰
え

ず
、

八
十

一
才
で
行
の
日
に
死
ぬ
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う

よ
う

に
、

一

種
の
本
ロ
ス
コ
ー
プ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
〔
こ
こ
に
は
タ
ブ
ー
化

さ
れ

た
日
と
月
と
年
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。〕
次

に
個

仕
事
の
考
察
で
は
、
例
え
ば
、
識

の
日
に
為
す

べ
き
こ
と
は
、
兵
を
集

め
る
こ
と
と
、
敵
を
殺
す
こ
と
と
、
王
に
灌
頂
す
る
こ
と
と
、
悉
地
の

諸
の
事
業
と
、
家
と
村
の
建
立
と
で
あ
る
。
又
、
沐
浴
を
行
う
と
怖
畏

が
 
(
生
じ
)
 頭
を
洗
う
と
歓
喜
が
生
じ
、
新
し
い
衣
服
を
着
る
と
賢
明

に
な
る
。」
等
と
い
う
。
〔
こ
の
段
に
は
、
こ
の
作
品
の
社
会
的
背
景
を

示
す
比
較
的
具
体
的
な
事
象
が
、
最
も
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
〕
次
に
個

行
方
の
考
察
で
は
、
例
え
ば
、
「名
色
の
日
に
東
方
に
行
く
な
ら
ば
、
大

吉
祥
と
会
う
だ
ろ
う
。
南
方
に
行
く
と
思
い
を
満
た
す
だ
ろ
う
。
西
方

に
行
く
と
求
め
た
も
の
を
得
る
。
北
方
に
行
く
と
非
常
に
苦
悩
す
る
。
」

と
い
う
よ
う
に
、
四
方
の
方
位
の
吉
凶
が
語
ら
れ
て
い
る
。
次
に
働
盗

人
の
考
察
で
は
、
例
え
ば
、
「
生
の
日
に
財
を
失
え
ば
、
賊
は
三
人

で

あ
る
。
二
人
は
他
の
女
、

一
人
は
自
の
男
で
あ
る
。
も
し
極
め
て
努
力

し
て
探
す
な
ら
時
遠
か
ら
ず
し
て
得
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
。
次
に

個
病
気
の
考
察
で
は
、
例
え
ば
、
「無
明
の
日
に
病
気
に
罹
っ
た
な
ら
、

極
力
努
力
し
て
看
護
す
べ
し
。
も
し
半
月
の
う
ち
に
死
な
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
五
夜
に
し
て
全
快
す
る
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
。

〔こ
の
よ
う
に
、

病
気
回
復
時
の
要
注
意
の
日
々
が
、
や
は
り
タ
ブ
ー
と
し
て
暗
示
さ
れ

て
い
る
。
〕
個
眼
の
ふ
る
え
の
考
察
で
は
、
例

え
ば
、
「無
明
の
日
に
左

眼
が
ふ
る
え
る
と
、
母
と
父
を
驚
惧
す
る
 
(
m
a
 
d
a
n
 
p
h
a
)
。

行
の
日
に
は
良
い
。
識

の
日
に
は
衣
服
を
得

る
。」
云
々
。
ま
た

「
無

明
の
日
に
右
眼
が
ふ
る
え
る
と
、
母
と
父
を
驚
惧
す
る
。
行
の
日
に
は

所
行
が
少
し
く
成
就
さ
れ
る
。
識
の
日
に
は
争

い
が
起

る
。
」
な
ど
と

い
う
。

〔
こ
れ
ら
は
身
体
の
不
随
意
的
な
変
象
を
人
倫
の
関
係

の
予
兆

と
し
て
判
断
す
る
も

の
で
、
俗
信
の

一
典
型
と
し
て
把
え
る
べ
き
記
述

で
あ
る
が
、
「
何
々
の
日
に
そ
う
な
れ
ば
」
と
い
う
よ
う
に
、
時
間
的

な
条
件
が
加
味
さ
れ
て
い
る
点
は
、
俗
信

の
要
素
が
或
る
意
味

で
合
理

化
さ
れ
稀
薄
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

な
お
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る

「
母
と
父
」
と
い
う
語
の
順
序
は
、
イ
ン
ド
的
語
法
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
〕
次
に
、
田
耳
鳴
り
の
考
察
か
ら
、
働
足

の
痺
れ
の
考
察

に
至

る

ま
で
、
同
様
の
俗
信
的
な
こ
と
が
ら
が
語
ら
れ
て
い
る
。
働
外
面
的
予

兆
 
(
p
h
y
i
h
i
 
l
t
a
s
)
 

の
考
察
で
は
、
例
え
ば
、
「
老
死
の
日
に
、
足

か
ら

音
が
立

つ
と
 
(
r
k
a
n
-
p
a
 
n
a
s
 
s
g
r
a
 
g
r
a
g
 
n
a
)
 

喧
騒
と
論
争
と
中
傷

が

生
ず
る
。
犬
を
食
べ
る
と
 
(
k
h
y
i
 
z
a
 
n
a
)
 

遠
方
か
ら
或
る
者
が
来
て
、

か
ら
す

所
行
を
少
し
成
就
す
る
。
烏
が
鳴
く
と
、
喧
騒
が
生
ず
る
。
衣
服
を
焼

「
縁
起

の
輪
」

に

つ
い
て
 
(
古

坂
)
 

二
三
九
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「
縁
起
の
輪
」

に

つ
い
て
 
(
古

坂
)
 

二
四
〇

く
と
、
幾
人
か
が
闘
争
し
て
死
ぬ
。
ね
ず
み
が
衣
服
を
か
じ
る
と
、
少

し
く
失
う
。
衣
服
を
油
が
汚
す
と
、
喧
騒
 
(が
あ
り
、)
 財
を
得

る
。

大
地
が
震
動
す
る
と
、
主
人
の
仕
事
が
他
に
よ
つ
て
按
出
さ
れ
る
。
又

は
敵
が
国
を
征
服
す
る
で
あ
ろ
う
。」
等
と
い
う
。
〔
こ
こ
に
は
、
身
の

ま
わ
り

の
卑
近
な
現
象
に
関
す
る
俗
信
的
事
例
が
右
と
同
様
の
パ
タ
ー

ン
で
く
り
返
し
提
示
さ
れ
て
い
る
。
〕
圃
思
考

の
考
察
 
(
b
s
a
m
-
p
a
 
b
r
t
a
g

p
a
)
 
に
は
、
例
え
ば
、
「
も
し
無
明
の
日
に
触
れ
る
と
 
(
g
a
l
-
t
e
 
m
a
-
r
i
g
-

n
i
-
m
a
r
 
r
e
g
)
 

自
分
が
考
え
た
こ
と
を
説
明
せ
よ
。
…
…
生

の
日
に
は
利

益
を
識
る

べ
し
。
老
死
の
日
に
は
利
益
を
説
く
べ
し
。
」
と
詩
頗

の
形

で
、
為
す

べ
き
思
考
作
用
が
語
ら
れ
る
。
〔
こ
の

「
触
れ

る
」
と

い
う

こ
と
ば
は
、
何
が
ど
の
よ
う
に
触
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
未
詳
で

あ
る
。
〕
以
上
の
よ
う
に
し
て
十
三
科
目
の
考
察
が
終
り
、

こ
の
後

に

は

「無
明

に
触
れ
る
と
き
、
悉
地
の
利
益
を
説
明
せ
よ
。
」
と
い
う
よ

う
に
、
こ
れ
も
詩
頒
の
形

で
十
二
支
分
の
各

々
に
関
す
る
当
為
な
ど
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〔
こ
こ
で
は

「何

々
に
触
れ
る
と
何

々
を
説

明
せ

よ
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
無
明
と
行
と
有
の
所
に
現
わ
れ

る
。〕
そ
し

て
最
後
に
、
「無
明
等
を
印
を
も

つ
て
し
る
し
 
(
m
t
s
h
a
n
-
m
a
s
 
m
t
s
h
a
n
)

(
4
)

十
二
支
分

の
輪
を
描
き
、
…
…
こ

れ
ら
の
文
字
の
輪
を
ば
識
者
が
正
し

く
書
く
べ
し
。
」
と
い
い
、
更
に

「正
し
く
医
方
 
(
s
m
a
n
)
 

と
工
巧
 
(
b
z
o
)

に
精
通
し
て
精
進
す

べ
し
」
と
い
つ
て
本
文
を
結
ん
で
い
る
。

さ
て
、

以
上
の
よ
う
な
本
文
中
に
登
場
す
る
具
体
的
な
文
化
事
象
を

表
わ
す
名
辞
を
分
類
す
る
と
、
特
に
王
制
と
官
吏
の
要
素
が
こ
こ
に
顕

著
で
あ
り
、
ま
た
呪
術
宗
教
的
な
色
彩
の
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

で

き
る
。
即
ち
、
王
制
的
要
素
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
概

念
が
挙
げ
ら
れ
る
。
-
王

の
大
臣
、

王
の
用
事
、
王
の
懲
罰
、
王
の

灌
頂
、
王
が
能
力
を
も

つ
、
兵
の
召
集
、
弓
を
執
る
こ
と
と
矢
を
射
る

こ
と
、
軍
勢
、
敵
が
蜂
起
す
る
、
敵
を
殺
す
、
敵
が
国
を
征
服
す
る
、

敵
を
思
う
。
な
ど
は
王
制
ま
た
は
武
士
階
級
に
直
結
す
る
こ
と
が
ら
で

あ
る
。
更
に
為
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、
掠
奪
、
断
命
、
富
者
の
財
を
奪

う

べ
き
こ
と
、
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
王
と
盗
賊
と
の
間

(
5
)

に
本
質
的
な
区
別
が
な
か
つ
た
イ
ン
ド
的
通
念

に
基
ず
く
当
為
観
念
を

表
わ
す
者
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
次
に
官
吏
の
要
素
を
表
わ
す
こ
と
ば
と

し
て
、
-
記

録
、
命
令
の
達
成
、

町
の
建
立
、
家

と
村

と
町

の
建

立
、
商
人
と
召
使
と
財
と
小
麦
粉
と
を
川
を
越

え
て
渡
す
こ
と
、
財
と

穀
物
と
物
資
の
集
積
す

べ
き
も
の
を
滞
り
な
く
迅
速
に
 
(処
置
)
 す
る

こ
と
、
使
者
、
町
の
長
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
呪
術
宗
教
的
事
象
に
関

す
る
概
念
と
し
て
は
、
供
犠
、
沐
浴
、
王
灌
頂
、
悉
地
の
諸
作
業
、
グ

ル
 
(
b
l
a
-
m
a
)
 

或
は
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
 
(
s
l
o
p
-
d
p
o
n
)
 

の
も
と
に
住
す
る

こ
と
、
諸
の
釈
迦
の
前
で
法
衣
を
着
る
こ
と
と
、
テ
ィ
ー
ル
タ

ハ
 
(
m
u
-

s
g
e
q
s
)
、

家
の
神
、

田
地
と
家
を
起
工
す

る
こ

と
 
(
s
h
i
n

b
r
t
s
h
a
m
s
-
p
a
)
、

医
方
と
工
巧
に
精
通
す
る
こ
と
、
工
巧
処
の
儀
軌
を
知
d
a
n

る
こ
と
、
梵
行
、
奉
納
 
(
r
i
m
-
g
r
o
)
 

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
よ

う
に
、
特
に
王
族
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
官
吏
、
僧
侶
、
商
人
等
が
こ
こ
に

登
場
す
る
人

々
の
代
表
的
な
社
会
層
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
種
蒔
き
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や
収
穫
等
、
農
事
暦
に
特
有
の
要
素
を
欠
如
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

暦
の
非
農
村
的
な
性
格
を
暗
示
し
て
い
る
。

こ
れ
の
成
立
事
情
、
特
に
年
代
に
つ
い
て
は
全
く
未
詳
で
あ
る
が
、

母
父
と
い
う
用
語
法
や
、

テ
ィ
ー
ル
タ

ハ
 
(
m
u
-
s
t
e
g
s
)
 

と
い
う
名
辞
な

ど
の
ほ
か
、
王
と
盗
賊
の
親
近
性
な
ど
、
特
に
イ
ン
ド
的
要
素
を
示
す

概
念
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
作
者
が
 
N
a
g
a
r
j
u
n
a
 

と
な
つ
て
い
る

の
に

対
し
、

チ
ベ
ッ
ト
固
有
の
要
素
は
顕
著
で
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ

は
イ
ン
ド
又
は
少
く
と
も
イ
ン
ド
の
生
活
文
化

の
直
接
的
影
響
が
強
く

あ

つ
た
地
方
で
成
立
し
、
チ
ベ
ッ
ト
に
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ

う
。し

か
し
こ
の
暦
に
は
、
閏
の
数
え
方
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
自
体

は
、
運
勢
暦
の
手
引
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
に
せ
よ
、

い
わ
ゆ

る
暦
法

と
し
て
実
用
化
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
十
二

(
6
)

縁
起
と
い
う

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
聖
な
る
観
念
体
系
と
、
現
世
の
安
楽

を
望
む
世
俗
生
活
の
指
針
又
は
規
範
と
が
、
相
互
に
か
か
わ
り
合
い
得

る

一
つ
の
場
と
し
て
、
「
俗
信
的
な
暦
」
と
い
う
も
の
が
機
能

し
て

い

た
こ
と
を
、

こ
の
縁
起
の
輪
は
物
語

つ
て
い
る
。
第

一
義
的
に
は
深
遠

な
縁
起

の
思
想
が
、
最
も
現
世
順
応
的
な
社
会
層
の
間
で
は
、

こ
の
よ

う
な
俗

信
そ
の
も
の
の
形
態
に
変
容
さ
れ
て
受
容
せ
し
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
、

こ
の
素
材
の
文
化
史
的
な
意
味
を
認
め
得
る
と
思
う
。

1
 
北
京
版
に
あ
っ
て
、
デ
ル
ゲ
版
に
な
い
。

2
「
翻

訳
名
義
大
集
」
8
7
2
1
.

3
 
山

口
瑞
鳳
氏

「
チ
ベ
ッ
ト
の
暦
学
」
(
鈴
木
学
術
財

団
研
究
年
報
1
0
,
 
p
.

7
9
)

4
「
縁

起

の
輪
」

が
絵
や
文
字
で
描
出
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
。

こ

の
作

品

が
工
巧
明
部

に
属

す
る
所
以

で
も
あ
ろ
う
。
生
死
輪

の
図

と
の
関
連

が
予

想
さ
れ
る
が
、

確
証
は
ま
だ
得
ら

れ
な
い
。

5
 

中
村

元
博

士

『
イ

ン
ド
古
代
史
』
下
、

三

一
五
頁
参

照
。

「
喩

伽

師

地

論
」

菩
薩
地

の
施
品
、
戒

品
な
ど
に
も
、

王
と
賊

が
共

に
怖
畏

の
原
因

と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
(
大

正
蔵
、

第
三
十
巻
五

二
〇
、

五

一
三
頁

)

6
 
格
西
曲
札
編

『
蔵
文
辞
典
』

に
よ
る
と
、
陽

暦
 
(
?
)
 
(
H
o
r
-
z
l
a
)
 

の

十

二
月

を

「
無

明
月
」
(
m
a
-
r
i
g
 
z
l
a
-
b
a
)
 

と

し
、

一
月

を

「
行

月
」

(
h
d
u
-
b
y
e
d
 
z
l
a
-
b
a
)
 

云

々
と
す

る
十
二
支
縁
起

を
も
と
に
し
た
暦
が
、

チ

ベ
ッ
ト
に
於

い
て
存
在
し
た
こ
と
が
、

こ
れ
以
外
に
も
知
ら

れ
る
。

「
縁
起

の
輪

」

に
つ
い
て
 
(
古

坂
)
 

二
四

一
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